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対馬のコガタヨツボシカメムシの記録

境　　良朗

コガタヨツボシカメムシHomalogoniagriseaJosifbl

＆kerzhner，1978は　日本では対馬だけに記録がある大

陸系のカメムシである。国外では朝鮮半島，中国に分

布している。石l用まか（2012）によると，「わが国では

1995年に対馬で灯火採集より得られた1個体が唯一の

採集例であったが，2011年に同島で2個体目が追加さ

れた」という。これらの記録については伊藤玲央氏か三．

「1995年は上対馬町香ノ木山で7月，2011年は産毛1て

明で10月」とのご教示をいただいた（私信）。そこ宅

の記録は把握していないが，採集例は極めて少三：ニ

思われる。朝鮮半島ではニレ属とケヤギ属の寧‾章二〕三

主植物とされている（Miyamoto＆Hayashi．20CI1－

筆者は，採集品の整理中に本種を見出二三∴二三三

する。腹部末端節の形状の違いからペアと言え7二三

1♂1♀（写真），対馬市上県町佳萎．三．＼－I∴∴‾．

筆者採集・保管（体長♂：11．1mm．二　∴．mm

一一　　　　　　　　　　　　　、

写真1－4．対馬産コガタヨツボシカメムシー1，2：♂（1：背面；2：

臆面）；3，4：♀（3：背面；4：膜面）

当三二三I享フナ㌧タを肇認してみたが，残念ながら

三雲三雲．三三三二二十三十っニー　どのような状況下で採

責二三∴三三三三〕三、二l二．てウノービングなどによっ

二千三二∴‾三＿‾三・三㌔二、一三二iこうろう＝　したがって，

三三三二二三二三．；′：‥三三二三三　≒≡㌻二あるが．本種はタ
ノ　ー　　・‾一、一二．∴“シマ†三十シガメととも

「＼＿／三二三亭＿‾…三二　‾て†馬裏3大力

、　　　　　‾　∴二．三．、＿／．　一室二三る二

三。・ミニ．二三二三二三　二才二三三二三三わ；ニ去り．

三三二一∴．二二三∴「∵二、二；三重三三三：ニお礼申し

‾二二三二二∴二二三三∴十二．三三‾義薫きキメム

＿三菱三二三　二‾く　三三三㌧ま三三三．三言．

、、上．二二∴∴ミ　よ＼1日三ヽ杢hl．二川農．＼e＼l reCOrd oftl10

トト二三∴一三江‥ここ」ききーHetごrOr－era・PentatomidaeIflom

Jjここ重工宮．Ir、．言［一帖101I：1三重1帥・

＝81「－0032対馬市戴原町ク、田151－2）

アカモンオオモモブトシテムシを西表島で採集

庄山　　守

アカモンオオモモブトシデムシDiamesusoscukns

（Vigors）は国内では琉球（八重山諸島），国外では台湾，

インドよりオーストラリアにいたる熱帯アジアに分布

しており（上野ほか，1985），ネットで検索すると台湾

産やインドネシア産などの画像が散見できる。本種は，

黒沢（1974）によって1973年5月22日に石垣島バン

ナ岳頂上の灯火に飛来した1♀を基に日本から初めて

西表島産アカモンオオモモブトシデムシ♂
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